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1. 目的 
 

 ハフマン符号によるデータ圧縮法の理解および符号化された符
号語列に乱数性がみられるか検証を行う｡ 

 
 
 
2. 概要 
 

情報理論において､データ圧縮は符号化により 0 と 1 のビット
列によって表すこととされる｡データ圧縮とはビット列の長さを
できるだけ短くするような効率的な符号化として定式化される｡ 

今回扱うD.A.Huffmanが開発したハフマン符号は､情報源のモ
デルを一旦作成した後､得られたモデルに基づいて入力記号列を
符号化する静的符号化方式の 1 つであり､情報源に対して最短な
符号を示すコンパクト符号である｡ 

 
ハフマン符号による符号化および復号化を実現するC言語によ

るプログラミングを構成した｡ソースファイルは共通ヘッダファ
イル c-huff.h､bitio.c のプロトタイプ宣言 bitio.h､e-huff.c､
d-huff.c の複数のソースファイルをコンパイルした｡ 

 
データ圧縮によりハフマン符号で生成された符号語列に乱数性

が見られるかを簡単な頻度検定を用いて検証した｡研究の対象に
していた符号語列はこの側面からみると乱数と認めてもいいと考
えられる｡他の乱数検定法を用いて検証を行うことが望まれる｡ 


